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こ
の
た
び
、
二
〇
二
三
年
四
月
一

日
を
も
ち
ま
し
て
、
前
院
長
で
あ
る

佐
川
克
明
の
後
任
と
し
て
日
東
病
院

院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
福
島

県
病
院
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
己

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私

は
二
〇
〇
八
年
に
東
京
医
科
歯
科
大

学
（
現
・
東
京
科
学
大
学
）
を
卒
業

後
、
初
期
臨
床
研
修
を
経
て
母
校
の

外
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
入
局

後
は
、
消
化
器
手
術
や
消
化
管
内
視

鏡
な
ど
を
中
心
に
研
鑽
を
積
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
太
田

西
ノ
内
病
院
で
指
導
を
受
け
た
期
間

が
あ
り
、
郡
山
と
の
縁
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
か
ら
は
専
門

分
野
と
し
て
末
梢
血
管
外
科
を
選
択

し
、
大
学
病
院
や
関
連
病
院
で
の
経

念
な
が
ら
手
術
の
意
図
が
理
解
し
が

た
い
症
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

二
〇
二
三
年
に
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク

セ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
専
門
的

な
介
入
を
迅
速
に
行
え
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
当
院
な
ら
で
は
の
機
動

力
を
活
か
し
、
多
く
の
症
例
を
受
け

入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
は
診
療
報
酬
改
定
や

医
師
の
働
き
方
改
革
な
ど
、
大
き
な

変
化
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
物
価
上

昇
を
考
慮
し
な
い
厳
し
い
診
療
報
酬

改
定
や
人
材
不
足
に
よ
り
、
多
く
の

病
院
が
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
と

存
じ
ま
す
。
当
院
で
も
、
こ
れ
ま
で

精
力
的
に
行
っ
て
き
た
透
析
送
迎
が
、

医
療
圏
の
広
さ
や
燃
料
費
の
高
騰
に

よ
り
、
こ
れ
以
上
の
拡
充
は
困
難
な

状
況
で
す
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
は
行
政
の
関
与
も
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
大
き
な
期
待
を
抱
け
る
状
況

で
は
な
く
、
日
々
解
決
策
を
模
索
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
職
員
一

同
が
前
向
き
に
日
々
の
業
務
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
明

る
い
雰
囲
気
の
中
、
診
療
に
あ
た
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
病
院
全
体
で
力
を
合
わ
せ
、
地
域

医
療
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
福
島
県
病
院
協
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
れ
は
、
当
院
の
重
要
な
役
割
で
す
。

郡
山
市
内
で
は
血
液
透
析
設
備
を
備

え
た
長
期
入
院
可
能
な
施
設
が
少
な

く
、
透
析
患
者
の
療
養
や
最
期
を
見

守
る
こ
と
も
、
当
院
の
大
切
な
使
命

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
透
析

患
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
力
で

の
通
院
が
困
難
と
な
る
方
も
増
加
し

て
お
り
、
可
能
な
限
り
現
状
の
生
活

を
維
持
し
な
が
ら
透
析
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
々
の
診
療
に
お
い
て
は
、
前
院

長
で
あ
る
佐
川
先
生
が
長
年
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク

セ
ス
治
療
に
よ
り
、
県
内
外
か
ら
治

療
依
頼
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス
は
透

析
患
者
に
と
っ
て
命
綱
で
あ
り
、
透

析
を
一
〇
年
以
上
続
け
て
い
る
患
者

が
全
体
の
四
分
の
一
を
超
え
る
現
状

で
は
、
長
期
的
な
視
点
で
の
管
理
と

治
療
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
分
野
は
一
つ
一
つ
の
治

療
が
高
度
な
難
易
度
を
要
す
る
も
の

で
は
な
い
た
め
、
軽
視
さ
れ
が
ち
な

側
面
も
あ
り
ま
す
。
他
院
で
の
手
術

後
に
透
析
が
困
難
と
な
り
、
当
院
に

紹
介
さ
れ
る
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
残

験
を
積
ん
だ
後
、
二
〇
一
八
年
に
妻

の
故
郷
で
あ
る
郡
山
に
拠
点
を
移
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ

た
多
様
な
病
院
で
の
経
験
を
活
か
し
、

現
在
は
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス
や

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
を
中
心
に
、
消

化
管
内
視
鏡
検
査
や
一
般
外
科
の
診

療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
昭
和
一
三
年
の
開
設
以
来
、

八
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
病
院

で
す
。
現
在
は
人
工
透
析
、
循
環
器

内
科
、
一
般
外
科
、
血
管
外
科
を
中

心
と
し
、
非
常
勤
医
師
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
糖
尿
病
内
科
、
腎
臓
内
科
、

泌
尿
器
科
、
消
化
器
内
科
の
診
療
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
促
進

や
病
気
の
早
期
発
見
に
貢
献
す
る
た

め
、
健
診
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
に
は
新
病
院
へ
移
転
し
、

病
床
三
六
床
、
透
析
ベ
ッ
ド
四
〇
床

を
備
え
た
環
境
と
な
り
ま
し
た
。
規

模
と
し
て
は
決
し
て
大
き
く
な
い
当

院
で
す
が
、
高
度
医
療
や
救
急
医
療

の
提
供
は
難
し
い
現
状
の
中
、
当
院

な
ら
で
は
の
方
法
で
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
急
性
期
治
療
を
終
え
た
後

も
入
院
が
必
要
な
患
者
様
の
受
け

地
域
の
た
め
に
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
く

医
療
法
人
社
団
と
き
わ
会
日
東
病
院
　
院
長
　
中
　
村
　
政
　
宏
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会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
最
新
の
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
統
一
し
た

ケ
ア
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
で
あ
る
た
め
に
、「
開

か
れ
た
病
院
」
を
理
念
に
掲
げ
、
定

期
的
な
健
康
相
談
会
や
講
演
会
（
あ

す
な
ろ
健
康
講
座
、
肺
の
日
市
民
健

康
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
な
ど
の
開
催
を
通

じ
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
医
療
は
、
一
人
で

は
決
し
て
成
し
得
な
い
協
力
の
結
晶

で
す
。
医
療
従
事
者
、
行
政
、
地
域

住
民
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
、
互
い

を
支
え
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
地

域
医
療
の
未
来
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
取
り
組
み

が
、
郡
山
市
を
は
じ
め
と
す
る
福
島

県
全
体
の
健
康
維
持
と
発
展
に
寄
与

で
き
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
に

あ
た
り
、
引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

効
率
化
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
医

療
機
関
同
士
の
連
携
を
円
滑
化
す
る

こ
と
は
、
患
者
様
の
負
担
軽
減
に
も

直
結
し
ま
す
。
当
院
が
そ
の
ハ
ブ
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
で
、
特
に
呼
吸

器
疾
患
領
域
に
お
い
て
、
地
域
全
体

の
医
療
レ
ベ
ル
向
上
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
多
職
種
連
携
の
重
要
性
も

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
管
理
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
、
多
様
な
職

種
の
専
門
家
が
連
携
し
、
一
人
ひ
と

り
の
患
者
様
に
最
適
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
が
当
院
の
基
本
姿
勢
で

す
。
今
後
、
院
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
活
性
化
し
、
多
職

種
間
で
情
報
を
共
有
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
定
期
的

な
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強

の
皆
様
に
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
続
け
る
た
め
、
不
断
の
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
域
医
療
連
携
の
強
化
と

多
職
種
連
携
の
推
進
が
不
可
欠
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
が
目
指
す
地
域
医
療
の
中
核

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
、
地
域
の
医
療
機
関
、
診
療
所
、

介
護
施
設
な
ど
と
の
密
接
な
連
携
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
患
者
様
に
と
っ
て

最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
に
は
、
診

療
科
や
施
設
の
枠
を
超
え
た
協
力

体
制
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

当
院
は
呼
吸
器
診
療
を
中
心
に
地
域

医
療
連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
診

療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
オ

ン
ラ
イ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
活
用
、

紹
介
患
者
様
へ
の
迅
速
な
対
応
な
ど
、

地
域
の
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の

　

こ
の
た
び
、
坪
井
病
院
の
病
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
杉
野
圭
史

で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
医
療
の
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
の
重
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
務
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の

責
務
の
重
さ
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

様
の
健
康
を
守
る
使
命
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

郡
山
市
を
は
じ
め
と
す
る
福
島
県

の
医
療
環
境
は
、
近
年
、
少
子
高
齢

化
や
医
療
人
材
の
確
保
の
課
題
が
顕

在
化
す
る
一
方
で
、
地
域
医
療
連
携

の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
当
院
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の

変
化
に
適
応
し
な
が
ら
、
地
域
住
民

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
開
か
れ
た
病
院
を
目
指
し
て

慈
山
会
医
学
研
究
所
付
属
坪
井
病
院
　
病
院
長
　
杉
　
野
　
圭
　
史
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＊
病
院
紹
介
�
＊

院
長
　
鈴
　
木
　
恭
　
一

◆
概
要

所
在
地
：
福
島
市
八
島
町
七
番
七
号

開
設
年
月
：
昭
和
十
八
年
八
月
一
日

開
設
者
：
清
家　

篤
（
日
本
赤
十
字
社　

社
長
）

診
療
科
目
：
内
科
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
内
科
、
消
化
器
内
科
、
糖
尿
病
・
代

謝
内
科
、
腎
臓
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、

循
環
器
内
科
、
精
神
科
、
小
児
科
、
外
科
、

呼
吸
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
整
形

外
科
、
脳
神
経
外
科
、
脳
神
経
内
科
、

皮
膚
科
、
形
成
外
科
、
泌
尿
器
科
、
産

婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
麻
酔

科
、
放
射
線
科
、
救
急
科
、
病
理
診
断
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

ほ
か
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

常
勤
医
師
：
六
九
名
（
二
〇
二
五
年
一

月
一
日
時
点
。
正
職
員
の
み
、
臨
床
研

修
医
一
七
名
を
含
む
）

許
可
病
床
数
：
二
九
六
床
（
一
般
病
床

二
六
八
床
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
一
二
床
（
稼
動
病

日
本
赤
十
字
社

　
　
福
島
赤
十
字
病
院

〇
時
間
ぐ
ら
い
病
院
に
居
ま
す
。」
と
い

う
よ
う
な
労
働
観
を
持
つ
医
師
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
今
の
時
代
に

そ
う
し
た
考
え
は
通
用
し
な
く
な
り
ま

し
た
。
仕
事
と
生
活
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
緊
急
で
呼
び
出

さ
れ
る
外
科
・
救
急
な
ど
は
敬
遠
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
追

い
討
ち
を
か
け
た
の
が
、
医
師
の
働
き

方
改
革
で
す
。
特
に
外
科
系
と
救
急
へ

の
影
響
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。
当
院

も
他
の
医
療
機
関
と
同
様
に
、
外
科
系

診
療
科
は
主
治
医
制
か
ら
チ
ー
ム
制
に

移
行
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
制
を
組
む

た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
数
の
外
科
医
師

や
救
急
医
を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
外
科

医
師
や
救
急
医
は
絶
対
数
が
減
少
し
て

い
る
の
で
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
確

保
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
救
急
医
療
や

急
性
期
医
療
を
継
続
し
得
る
か
否
か
の

大
き
な
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
働
き
方
改
革
は
、
外
科
や

救
急
医
療
を
存
続
可
能
な
形
に
変
え
る

た
め
の
起
爆
剤
と
も
言
え
ま
す
。
他
の

診
療
科
と
大
差
の
な
い
勤
務
時
間
が
担

保
さ
れ
る
な
ら
、
救
急
医
療
や
外
科
を

選
ぶ
若
手
医
師
が
増
え
る
こ
と
も
期

待
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
当
院
で
も

生
産
性
の
向
上
、
特
に
Ｄ
Ｘ
（Digital 

Transformation

）
の
推
進
を
進
め
て

い
ま
す
。
二
年
前
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
が
、
す
で
に
多
く
の
成

果
が
出
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
推
進

し
て
ゆ
く
方
針
で
す
。

生　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
を
派
遣

平
成
三
十
年
九
月　

北
海
道
胆
振
東
部

地
震
発
生　

救
護
班
二
個
班
、
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
班
を
派
遣

平
成
三
十
一
年
一
月　

福
島
市
八
島
町

に
新
病
院
新
築
移
転
（
病
床
数
二
九
六

床
／
一
般
二
六
八
床
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
一
二
床
、

精
神
一
〇
床
、
感
染
六
床
）

平
成
三
十
一
年
／
令
和
元
年
九
月　

台

風
19
号
災
害
で
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
二
班
）、

救
護
班
（
一
六
班
）、
心
の
ケ
ア
班
（
五

班
）
を
派
遣

令
和
二
年
二
月　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス
号
へ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
二
班
）、
救

護
班
（
一
班
）
を
派
遣

令
和
三
年
三
月　

敷
地
内
に
原
子
力
災

害
時
拠
点
施
設
を
新
築

令
和
五
年
六
月　

病
院
機
能
評
価3rd 

G

：Ver.2.0　
一
般
病
院
２
の
認
定
を

受
け
る

◆
現
状
と
今
後
の
展
望

　

当
院
は
、
福
島
県
北
医
療
圏
の
急
性

期
病
院
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
立
ち
位
置
で

地
域
に
貢
献
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
課
題
も
あ
り
ま

す
。
今
の
日
本
の
医
療
界
が
抱
え
る
問

題
で
も
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
課
題
は

医
療
供
給
の
確
保
が
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
る
点
で
す
。
大
き
く
二
つ
の
側
面
が

あ
り
、
一
つ
は
労
働
人
口
減
少
と
い
う

絶
対
的
な
供
給
不
足
で
す
。
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
、
医
師
事
務
補
助
者
な
ど
、

人
材
確
保
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、医
師
の
意
識
の
変
化
で
す
。

以
前
は
「
医
療
の
王
道
は
内
科
や
外
科
。

家
庭
よ
り
も
仕
事
中
心
で
、
常
に
週
八

援
事
業
所
を
設
置

平
成
十
四
年
七
月　

地
域
医
療
連
携
室

の
設
置

平
成
十
六
年
十
月　

臨
床
研
修
病
院

（
管
理
型
）
の
指
定
を
受
け
る

平
成
十
八
年
三
月　

病
理
検
査
室
の
設

置
、
精
神
病
床
一
〇
床
を
減
床

平
成
十
八
年
六
月　

医
療
安
全
推
進
室

を
設
置

平
成
十
九
年
三
月　

病
院
機
能
評
価

Ver.4.0

の
認
定
を
受
け
る

平
成
二
十
年
一
月　

教
育
研
修
推
進
室

を
設
置

平
成
二
十
年
四
月　

医
療
技
術
部
を
設

置平
成
二
十
一
年
四
月　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断

群
分
類
別
包
括
制
度
）
対
象
病
院
の
指

定
を
受
け
る

平
成
二
十
三
年
三
月　

東
日
本
大
震
災

発
災
、
救
護
班
延
べ
七
七
個
班
を
派
遣

平
成
二
十
三
年
七
月　

新
潟
・
福
島
豪

雨
が
発
生
、
救
護
班
一
個
班
を
派
遣

平
成
二
十
三
年
九
月　

地
域
医
療
支
援

病
院
の
認
定
を
受
け
る

平
成
二
十
四
年
三
月　

病
院
機
能
評
価

Ver.6.0
の
承
認
を
受
け
る

平
成
二
十
六
年
七
月　

Ｈ
Ｃ
Ｕ
を
設
置

平
成
二
十
六
年
十
月　

福
島
県
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
る

平
成
二
十
八
年
四
月　

精
神
病
床
一
一

床
を
減
床

平
成
二
十
九
年
四
月　

原
子
力
災
害
拠

点
病
院
の
指
定
を
受
け
る

平
成
三
十
年
六
月　

病
院
機
能
評
価3rd 

G

：Ver.1.1 

一
般
病
院
２
の
認
定
を
受

け
る

平
成
三
十
年
七
月　

西
日
本
豪
雨
が
発

床
八
床
）、
精
神
病
棟
一
〇
床
（
現
在
休

床
中
）、感
染
床
病
床
六
床
）

病
院
機
能
評
価
：
一
般
病
院
２ 3rd 

G

：Ver.2.0

◆
沿
革

昭
和
十
八
年
八
月
一
日　

福
島
市
舟
場

町
に
日
本
赤
十
字
社
福
島
支
部
福
島
療

院
と
し
て
開
設

昭
和
十
九
年
四
月　

名
称
を
福
島
赤
十

字
病
院
と
改
め
る

昭
和
三
十
七
年
四
月　

福
島
市
入
江
町

に
移
転
（
病
床
数
二
〇
〇
床
）

昭
和
三
十
九
年
九
月　

救
急
告
示
病
院

の
指
定
を
受
け
る

昭
和
四
十
年
七
月　

伝
染
病
床
五
〇
床

を
併
設
（
病
床
数
二
五
〇
床
）

昭
和
四
十
三
年
三
月　

東
病
棟
を
増
築

し
一
〇
〇
床
増
床
（
病
床
数
三
五
〇
床
）

昭
和
五
十
六
年
十
月　

新
館
棟
を
増
築

し
五
〇
床
を
増
床
（
病
床
数
四
〇
〇
床
）

昭
和
六
十
年
五
月　

脳
血
管
疾
患
病
床

二
〇
床
を
増
床
（
病
床
数
四
二
〇
床
）

平
成
五
年
十
二
月　

救
急
特
例
病
床
一

七
床
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
六
床
、
計
二

三
床
増
床
（
病
床
数
合
計
四
四
三
床
）

平
成
六
年
二
月　

本
館
棟
等
増
改
築

平
成
八
年
八
月　

結
核
病
床
三
〇
床
を

廃
止
（
病
床
数
四
一
三
床
）

平
成
八
年
十
一
月　

福
島
県
よ
り
災
害

拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
る

平
成
十
年
十
二
月　

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置

平
成
十
一
年
三
月　

伝
染
病
床
五
〇
床

を
廃
止
（
病
床
数
三
六
九
床
）

平
成
十
一
年
四
月　

第
二
種
感
染
症
医

療
機
関
の
指
定
を
受
け
る

平
成
十
二
年
四
月　

指
定
居
宅
介
護
支
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二
〇
二
三
年
十
月
一
日
付
け
を
持

ち
ま
し
て
、
星
野
俊
明
先
生
の
後
任

と
し
て
医
療
法
人
回
生
堂
し
の
ぶ
病

院 

院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
病

院
協
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か
ら

大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
一
九
九
九
年
四
月
、
福

島
県
立
医
科
大
学
旧
第
一
内
科
講
座

（
丸
山
幸
男
教
授
）
に
入
局
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
専
門
分
野
ご
と
で
の
講
座

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
循
環
器
内
科
、

血
液
内
科
、
消
化
器
内
科
、
結
核
・

肺
が
ん
な
ど
の
呼
吸
器
内
科
と
様
々

な
症
例
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
学
以
外
で
は
、
医
局
関
連

の
医
療
法
人
慈
久
会
谷
病
院
、
旧
い

わ
き
市
立
常
磐
病
院
、
星
総
合
病
院

に
て
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

な
ど
の
症
例
を
看
取
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
は
、
亜

急
性
期
治
療
か
ら
の
転
棟
や
基
幹

病
院
か
ら
の
ご
紹
介
も
頂
き
な
が

ら
、
整
形
外
科
疾
患
の
術
後
や
高
齢

者
の
外
科
術
後
ま
た
は
肺
炎
治
療
後

な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
理
学
療
法

士
一
一
名
、
作
業
療
法
士
五
名
に
よ

り
、
在
宅
復
帰
等
に
向
け
日
々
対
応

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
当
院
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
急
性
期
病

院
と
の
紹
介
・
逆
紹
介
な
ど
の
病
病

連
携
を
さ
ら
に
進
め
て
行
く
と
と
も

に
、
診
療
所
で
は
治
療
が
難
し
い
患

者
の
積
極
的
な
受
入
れ
や
検
査
機
器

の
共
同
利
用
な
ど
の
病
診
連
携
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

最
後
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

受
入
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

患
者
・
家
族
の
理
解
を
得
る
た
め
の

細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
医
療
を
提
供
し
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
院
の
医
療
方
針
で
あ

る
「
地
域
医
療
の
向
上
に
積
極
的
に 

か
か
わ
る
。」「
医
療
は
チ
ー
ム
プ

レ
ー
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
、

全
員
が
患
者
の
回
復
に
努
め
る
。」

を
基
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

福
島
県
病
院
協
会
の
皆
様
に
は
、
当

院
へ
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

る
小
規
模
老
人
保
健
施
設
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
、
訪
問
介
護
な

ど
の
介
護
事
業
所
と
の
連
携
も
強
化

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
職
員
が
力

を
発
揮
で
き
る
病
院
で
あ
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
私
が
院
長
を
拝
命
し

て
か
ら
、
常
日
頃
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、
ご
く

基
本
的
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

正
し
い
知
識
の
取
得
、
正
し
い
情
報

共
有
、
建
設
的
な
意
見
の
交
換
、
こ

れ
を
ど
う
し
て
い
く
か
を
模
索
し
て

お
り
ま
す
。
小
さ
い
病
院
で
あ
る
た

め
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
一
方
で
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
連
相
）
等
の
情

報
伝
達
が
お
ざ
な
り
に
な
り
、
間

違
っ
た
こ
と
が
本
当
の
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
時

的
確
な
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
徹
底
を
進

め
る
と
と
も
に
、
多
職
種
連
携
を
す

る
こ
と
で
課
題
に
対
し
、
職
員
と
情

報
共
有
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。
職
員
一
人
一
人
が
医
療
人
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
、
活
躍
で

き
る
場
を
作
れ
る
よ
う
に
地
道
に

や
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
当
院
は
、
亜
急
性
期
を
担

う
一
般
病
棟
と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
病
棟
で
は
、
福
島
市
内
で
も

数
少
な
い
手
術
の
出
来
る
整
形
外
科

の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者

を
中
心
に
一
般
内
科
疾
患
も
多
く
受

け
入
れ
て
お
り
、
が
ん
末
期
や
老
衰

年
で
創
立
三
八
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

　

外
来
は
、
診
療
科
目
が
整
形
外
科
、

リ
ウ
マ
チ
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
、
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
循
環

器
内
科
、
消
化
器
内
科
（
上
下
部
消

化
管
内
視
鏡
検
査
）、
腎
臓
内
科
、
放

射
線
科
で
、
人
工
透
析
の
設
備
を
有

し
て
お
り
、
入
院
は
、
一
般
病
棟
五

〇
床
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
が
四
八
床
の
計
九
八
床
で
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
団

塊
の
世
代
が
全
て
七
五
歳
以
上
と
な

る
二
〇
二
五
年
を
迎
え
、
超
高
齢
社

会
に
突
入
し
ま
し
た
。
住
民
の
一
人

一
人
が
医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態

と
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
継
続

し
、
そ
の
地
域
で
人
生
の
最
後
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
る
環
境
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
院
は
、

地
域
住
民
に
必
要
な
医
療
を
安
全
・

安
心
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
介
護

福
祉
と
を
一
体
的
に
提
供
す
る
体
制

を
さ
ら
に
整
え
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
地
域
に
根
差
し
た
病
院

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
同
一
法
人
で
運
営
す

た
。
そ
の
際
は
、
同
門
の
諸
先
輩
先

生
方
に
は
、
今
日
の
診
療
の
基
礎
を

作
っ
て
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
研
修
の
中
で
様
々
な
実

技
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

中
で
も
単
純
で
は
あ
り
ま
す
が
直
接

見
る
こ
と
が
で
き
、
治
療
も
で
き
る

上
下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
第
一

内
科
で
学
位
取
得
後
、
大
学
講
座
の

細
分
化
も
徐
々
に
進
ん
で
き
た
た
め
、

消
化
器
内
科
の
本
格
的
な
経
験
を
積

み
た
い
と
考
え
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、

竹
石
恭
知
教
授
の
ご
高
配
で
医
局
関

連
の
総
合
南
東
北
病
院
消
化
器
内
科

に
赴
任
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
症
例

数
が
多
く
、
深
夜
の
緊
急
内
視
鏡
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
意
義
の
あ
る

日
々
を
当
時
は
送
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
四
月

に
当
院
に
就
職
し
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　

福
島
市
の
南
、
大
森
街
道
沿
い
に

位
置
す
る
当
院
は
、
一
九
八
七
年
十

一
月
、
福
島
市
大
森
地
区
に
医
療
法

人
朋
友
会
し
の
ぶ
病
院
と
し
て
開
院

し
、
二
〇
一
〇
年
に
医
療
法
人
回
生

堂
で
運
営
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
大

森
地
域
の
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
今

地
域
に
根
差
し
た
病
院
を
目
指
し
て

医
療
法
人
回
生
堂
し
の
ぶ
病
院
　
院
長
　
田
　
島
　
浩
　
子
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令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日
㈮
福
島
県
医
師
会
館
一
階　

大

会
議
室
に
お
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
令
和

六
年
度
『
経
営
管
理
研
修
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

日
本
赤
十
字
社
業
務
執
行
理
事　

医
療
推
進
本
部
長
の
渡
部
洋

一
先
生
を
お
迎
え
し
、『
日
本
赤
十
字
社
の
医
療
事
業
－
経
営
改

善
へ
の
取
り
組
み
と
地
域
医
療
構
想
へ
の
対
応
－
』
と
題
し
、

病
院
に
お
け
る
経
営
改
善
例
や
少
子
高
齢
化
に
お
け
る
地
域
医

療
構
想
に
つ
い
て
課
題
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
。（
参
加
者
四
七
名
）

　

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日
㈮
福
島
県
医
師
会
館
一
階　

大

会
議
室
に
お
い
て
、
Ｗｅ
ｂ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
令
和
六
年

度
『
医
療
研
修
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
近
畿
大

学
医
学
部
皮
膚
科
学
教
室　

主
任
教
授
の
大
塚
篤
司
先
生
を

お
迎
え
し
、『
病
院
内
に
お
け
るC

hatG
P

T

の
有
効
活
用
と
問

題
点
』
と
題
し
、C

hatG
P

T

を
使
っ
て
英
訳
す
る
こ
と
や
、
学

会
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
作
成
、
紹
介
状
や
退
院
サ
マ
リ
ー
の
作
成
な

ど
、C

hatG
P

T

の
活
用
に
よ
り
作
業
時
間
の
短
縮
や
日
常
業
務

の
効
率
化
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
業
務
改
善
に
期
待
さ
れ
て
い

る
。C

hatG
P

T

を
中
心
と
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
基
本
的
な
使
い
方

か
ら
日
常
業
務
で
の
活
用
方
法
に
い
た
る
ま
で
、
具
体
例
を
も
と

に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、C

hatG
P

T

有
料
版
で
で
き
る

こ
と
や
論
文
を
解
説
し
て
も
ら
う
な
ど
、
働
き
方
改
革
の
時
代
に

合
っ
た
使
い
方
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。（
参
加
者
三
八
名
）

　

令
和
七
年
三
月
十
日
㈪
福
島
県
医
師
会
館
一
階　

大
会
議
室

に
お
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
令
和
六
年
度

『
救
急
医
療
研
修
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
第
一
部 

に
日
本
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

救
命
医
学
分
野
教
授　

日
本
医
科
大
学
附
属
病
院　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
部
長　

横
堀
將
司
先
生
を
お
迎
え
し
、『
多
数
傷
病
者
対
応
の
課
題
：
秋

葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件
を
振
り
返
っ
て
』
と
題
し
て
、
多
数
傷

病
者
発
生
の
都
市
型
災
害
の
特
殊
性
に
対
し
教
訓
を
生
か
し
た

救
急
医
療
現
場
の
対
応
策
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

第
二
部
で
は
、
公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部

救
急
医
療
学
講
座
主
任
教
授　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
部
長　

伊
関　

憲
先
生
よ
り
、『
福
島
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
活
動
内
容
』
と

題
し
て
、
福
島
県
内
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
状
況
、

傷
病
者
搬
送
の
症
例
等
、
今
後
の
活
用
等
に
つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
。（
参
加
者
一
一
二
名
）

令
和
六
年
度
『
経
営
管
理
研
修
会
』
を
開
催

令
和
六
年
度
『
経
営
管
理
研
修
会
』
を
開
催

令
和
六
年
度
『
医
療
研
修
会
』
を
開
催

令
和
六
年
度
『
医
療
研
修
会
』
を
開
催

令
和
六
年
度
『
救
急
医
療
研
修
会
』
を
開
催

令
和
六
年
度
『
救
急
医
療
研
修
会
』
を
開
催
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令
和
六
年
度
看
護
補
助
者
研
修
会

は
、
四
日
間
の
日
程
で
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
六
〇
会
員
病
院
か
ら

三
〇
七
名
の
看
護
補
助
者
、
介
護
福

祉
士
、
病
棟
ク
ラ
ー
ク
等
の
職
員
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
講
義
Ⅰ
・
講

義
Ⅱ
の
内
容
で
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

令
和
六
年
度
第
二
八
回
看
護
補
助

者
研
修
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
、
開
会

二
、
主
催
者
挨
拶

三
、
講
義

四
、
閉
会

※�
受
講
証
明
書
交
付
は
全
日
程
終
了

後
郵
送
に
て
交
付

【
講
義
Ⅰ
】

　

�『
看
護
補
助
者
の
業
務
内
容
と
基

礎
的
な
知
識
』

（
内
容
）

㈠�　

医
療
チ
ー
ム
・
看
護
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
の
看
護
補
助
業
務

　

・�

医
療
制
度
の
概
要
、
病
院
機
能

と
組
織

　

・�

看
護
補
助
者
の
主
な
業
務
範
囲

（
看
護
補
助
業
務
の
理
解
）

㈡�　

看
護
補
助
業
務
を
遂
行
す
る
た

め
の
基
礎
的
知
識

　

・�

看
護
師
と
看
護
補
助
者
の
役
割

分
担
・
連
携

　

・�

看
護
チ
ー
ム
と
し
て
の
情
報
共

有
「
報
告
・
連
携
・
相
談
」

　

・�

日
常
業
務
に
係
る
業
務
（
実
施

手
順
、
留
意
事
項
）

　

・�

看
護
補
助
者
と
し
て
の
必
要
な

基
本
姿
勢
（
自
己
の
健
康
管
理
、

守
秘
義
務
、
法
令
遵
守
、
個
人

情
報
の
保
護
）　

【
講
義
Ⅱ
】

　
『
医
療
安
全
と
感
染
防
止
』

（
内
容
）

㈠　

医
療
安
全
の
基
礎
知
識

　

・�

医
療
安
全
に
用
い
ら
れ
る
用
語

　

・�

看
護
補
助
業
務
に
お
け
る
医
療

安
全

㈡　

�

感
染
予
防
の
基
礎
知
識

　

・�

起
こ
り
や
す
い
院
内
感
染

　

・�

感
染
予
防
の
方
法
（
手
洗
い
、

消
毒
）

Ａ
日
程　
令
和
六
年
十
月
二
十
九
日
㈫

　

参
加
状
況
：
一
三
病
院　

三
五
名

　

�

一
般
財
団
法
人
大
原
記
念
財
団
大

原
綜
合
病
院

〈
講
義
Ⅰ
〉

　

看
護
師
長�

齋
藤　

美
樹
先
生

〈
講
義
Ⅱ
〉

　

看
護
師
長�

伊
藤
小
枝
子
先
生

　
　

�（
医
療
安
全
管
理
部
安
全
管
理

室
）

　

看
護
師
長�

茨
木　

直
子
先
生

　
　

�（
医
療
安
全
管
理
部
感
染
対
策

室
）

令
和
６
年
度
第
28
回
看
護
補
助
者
研
修
会
を
開
催

齋藤　美樹先生伊藤小枝子先生茨木　直子先生
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〈
講
義
Ⅰ
〉

　

看
護
科
長�

石
井　

玲
子
先
生

〈
講
義
Ⅱ
〉

　

看
護
科
長�

齋
藤
登
志
子
先
生

　
　
（
医
療
安
全
室
副
室
長
）

　

看
護
科
長�

柳
沼　

順
子
先
生

　
　
（
感
染
対
策
室
）

Ｄ
日
程　
令
和
六
年
十
一
月
十
五
日
㈮

　

参
加
状
況
：
二
六
病
院　

八
一
名

　

医
療
法
人
辰
星
会　

枡
記
念
病
院

〈
講
義
Ⅰ
〉

　

看
護
課
長�

國
分
栄
久
子
先
生

　
　
（
臨
床
看
護
推
進
室
）

〈
講
義
Ⅱ
〉

　

看
護
課
長�

菅
野　

史
子
先
生

　
　
（
医
療
安
全
対
策
室
）

　

看
護
副
部
長�

小
林　

誠
一
先
生

　
　
（
看
護
管
理
室
）

Ｂ
日
程　

令
和
六
年
十
一
月
七
日
㈭

　

参
加
状
況
：
三
三
病
院　

八
四
名

　

南
相
馬
市
立
総
合
病
院

〈
講
義
Ⅰ
〉

　

看
護
師
長�
加
藤　

美
和
先
生

〈
講
義
Ⅱ
〉

　

看
護
師
長�

枡
谷　

拓
郎
先
生

　
　
（
医
療
安
全
管
理
室
次
長
）

　

副
看
護
師
長�

西
畑
利
恵
子
先
生

　
　
（
感
染
看
護
専
門
看
護
師
）

Ｃ
日
程　
令
和
六
年
十
一
月
十
一
日
㈪

　

参
加
状
況
：
三
六
病
院　

一
〇
七
名

　

�

公
益
財
団
法
人
報
恩
会　

寿
泉
堂

綜
合
病
院

國分栄久子先生菅野　史子先生小林　誠一先生

加藤　美和先生枡谷　拓郎先生

石井　玲子先生齋藤登志子先生柳沼　順子先生

西畑利恵子先生
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